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平成 15年 6月 30日

体育館
4年 1組

男子 21名 女子 19名

三圧1 隆 (Tl)佐 藤 ト

( 月)

計 4 0 名

ミ子 ( T 2 )授業者
1 単 元名 「電気のはたらき」 (東京書繕 4年 上)

2 単 元について

(1)単 元設定の理由          ′
小学校理科教育では、「自然に規しみ、見通しをもつて観察、実験などを行い、問題解決の能力

と自然を愛する心情を育てるとともに自然の事物 ・現象についての理解を図り、科学的な見方や考
え方を養 う」ことをねらいとしている。

本単元は、学習指導要領第 4学 年の内容 [B物 質とエネルギー](3)「 乾電池や光電池に豆電
球やモーターなどをつなぎ、乾電池や光電池の働きを調べ、電気の働きについての考えをモ)うよう
にする。」に基づいて設定された単元であり、第3学年 「明かりをつけよう」の電気を通すつなぎ
方と通さないつなぎ方があること、電気を通す物と通さない物があることの学習を基に、直接体験
を重視 した指導を通し、乾電池の数やうなぎ方を変えると、豆電球の明るさやモーターの回り方が
変わること、光電池を使ってモーターを回すことができることをとらえることを目標としている。
また、乾電池や光電池を使つたものづくりを通 して、電気の働きに興味 `関心をもつて追究する態
度を育てることがねらいである。

(2)児 童の実態
これまでに子どもたちは、第 3学年 「明かりをつけよう」で、乾電池 1個 と豆電球 1個を導線で

つなぎ、回路ができると電気が通 り豆電球が点灯することや、物には電気を通す物と通さない物が
あることを学んできている。また、子どもたちの身の回りには、豆電求やモーターで動くおもちゃ
や道具がたくさんあり、身近なものとなっており、子ども達のとつて 「電気」は基本的な概念とし
て定着しているように思われる。

事前テス トの結果をみてみると、「回路のつなぎ方」「回路につなぐ物」については、概ね理解

七FI緞 渦 ギ亀発子盲千ミ 、配栃訳支葛掃飾 摺 鵬 鮒 F華 唇名是
らが理科に対して前向きな姿勢で臨んでいることがわかつた。子どもたちが理科に興味をもつてい
る理由としては、「実験や観察ができるから」と答えた者がほとんどで、直接体験を臨んでいるこ
とがわかる。ただ、中には自分の考えをもつことや見通しをもつことを苦手とし、友達や教師を頼
りすぎている子どももおり、課題に対して自分の考えをしつ

|か
りともう、見通しをもつて追究活動

にあたることができる力を育てていきたいと考えていると

(3)単 元の指導構想       ‐
指導にあたっては以下に示す事項に留音 L′ながら、日標を達成できるように努めていきたい。
まず、子どもが興味 ,関心をもつて意欲的に追究することができるように、Flレ ースを窓口に

乾電池とモーターで走る自動車を、動力や回路がわからないように提示 し疑間をもたせ、製作活gJJ

にあたらせる。子ども達は生活経験や既習をもとに回路を考え、 1個 の乾電池とモーターで走る自
動車を完成させるであろう。これ′らあ製作活動を通して得た発見や疑阿を基に、単元に対する意欲
を高めていくち

次に、完成した自動車をもつと速く走らせるための工夫として、乾電池を増やし回路を考える活
動を行い、回路には 「直列つなぎ」と 「並列つなぎ」があることを理解させたい。この過程では特
に、4年 生で培 う 「要因を抽出する能力」を育てたいと考えている。また、電流の強さや流れの向
者に疑問をもたせ、検流計を使って調べる活動を行 う。

次に、光電池を扱 う。乾電池の数やつなざ方を変えると、電流の強さそのはたらきが違うことを
理解した子どもたちに、光電池の存在を気づかせ、そのはたらきに興味をt,たせるようにする。光
電池のはたらきを訓べるときには、子ども達の自由な発想を期待するために個々の課題を重視し′予



押1をたてさ式「F、沖i動にあたらせるように努める。また、光電池に対 しての理解が進んだ Lで、既習
オ:いか t/たモ)のづくりを行うようにさせだいと考え_ている。
ユ11シこの最後に、これまでの学習をもとに、1宅電池と光悩池を比較し、そ加′らの長所や短所をまと

めるとともに、それぞれが身のいJIりでどのように使われ′ているかを話L/合う機会を設けたい。さら
に、嫌境問九狙にもふれ、ド1分たちのできることを考えさせていきたい。

以 ilの柑勘を通tンて、1可j路を流,1′る電流の強さとH屯 球の明るさやどにヽ一ターいの1可り方などを関係
づ↓) C`た らえ_たり、光の強さと光電池の電流の強さを関係づけてとらえたり1/て、電気のはたらき
!予1ついての兄方や考え,方を養っていきたい。

なお 、本校の理科では、次に示す捕単過程、学習|1寺問、指導形態を設定どして補導にわたつてお り
木時では特にOで 本 tンた内容で学習諜秘を和んでいる。

金ヶ崎小学校の学習指導の考え方
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イ 捕 単形憾

学背揚面に応 じて、「一斉」「T,rr」 「少人数Jの =柾 期の指導形態を柔軟に打用
ども達の油切な評和町及び支援に努めている。

し 、

)J′数,t′をもつ

ツ !半糾H手側
…Hl位を45分 間とすることは基本である。 し かし、学習内容によつては子どもの活動や

|たA考を中跡Fしてしまう場合モ)考えられる。このことから、「H手間の弾力化」を試み、学習時
IHJを保記liし、問題解決に向けて十分に取り糸Hむ ことができるようにと考えている。

剛 iをもつ すri然Jr幾 (学科繁朝)に 親1すみ、 興 吹 ・門心をもつ。
・「I‖来材に対t′て、脱‖|をもつ。・山とのi決旭をもつ。  _

オ問M辮 決になけての舛通しをもつロ
・解決の考えを予組1する。
・解決の方法 (下lⅢⅢ)を たてる。

・英敬、打と禁をサ
｀
す
‐
める。

・甜典を出多フ刃努ぞ汀耐ちモ古古オや

・糾材とをまとめ、ri分の考えをあつ。

f/t夕合う

ヤ′'いの'Iびを友統じあう。

・山分″)方法で技)れVる。
・
I迦主■負性とと_____― ―一―一――

おいりかえる ヤ交流をもよに、山分の考えやな 触 をt〕ち、自分の学てメにいかす。 少人教

r分二
耳 研 詰 呂 鵠 懺 及び、前

~

泌

1



i ( 4 )単 元の目標               i
乾電池 とモーターで走る自動車をつくってたらせ、高付に連く走らせるにはどうしたらよいかに興味をもち、亀電池のつなど方

や救を変えて閥′く、電流のはたらきを関係づけてとらえることができるようにする。また、光電池は光が当たると電気を起こす

ことを知 り、光電池で勲く自動車やおもちやをつくつて動おヽし、地電池との注いを比峡して、それぞれのよさを考えることがで

きるようにする。

① 自 然事象ハ、の関心 `意欲 口態度
・乾電,Lや光電,しに互電ホゃ宅―ターなどをつないだときの明るさや回 り方に興味 ・関心をもち、すすんで電気の強さや向き

の変化 を調べようとする。

・電気の働きを使つてもf75づくりをしたり、その働 きを利用 したモ)のを見つけた りしようとする。

O 科 学的な思考
・乾電池の数やつなぎ方、光電池に当たる光の強さを変えて、回路を流れる電流の教さとその働きの達1/hを関係づけて考える

ことができる,
'乾

事池や光電池にモーターなどを●ないだときに起ころ現象の変rヒとその要因とのかかわりについて予想することができ

る:

○ 観 禁 。実験の技能 ,表現
・簡易電流計などを適切に操作し、乾電池と光電池の性質を調べる実験やものづくりをすることができる。
・三電球の明るさやモーターの回 り方の変化などを調べ、記録することができる。

O 自 然事象についての知識 。理解
・乾電池の数やつな'ぎ方を変えると、豆電球の明るきやモーターの回り方が変わることを理解する,
・光電池を使ってモータ‐・を回すことなどができることを理解する。

( 5 )半 元の指導 ・評価計画
決
　
‐‐十

学科活動 jlF  i晰 規   洋 評価方法

関心 ・首欲 ・態度 ヤ 科学的な思を 故能 ・班現 角1説・卑ar7

次

　
　
　
２

陀t'Lと モーターてたら白動中の製作 (花電池 J岡 )や 検流計の笑残を通して、電流の向きが少わることをとらえる。

乾通れ とモーターでたる自lJJⅢ

に興味をもち、モーターと乾f[

池で走る自動中を つ くる計冊を

たてる。

わか らないことを友雛

や教何iに相後しながら

製作 している。

を言

行動観捺

記録

自己戸「価

】 乾電池 とそ―ターで止る自動布

を、肝l l14の接続やたるけ,きに注

意をしなが ら製門:し、とくたろ

ように考えて故平1夕ながら出分

の山動Hiを先成させる。

モーターのイ立性を変

えるな ど、 1く たら

せ るために白分な り

の 1メモをして、自動

1 'を完成 させること

ができる。

行動純第

作品

記録

自己評1晴

| 口11件とfi流について角,り、VL竜

出'のつな ぐ的きを変えると、そ

―ターのFlろ1的者ゃt前 の向き

が どうなるかをモーターの1鴨に

な、れた り、独流計を使つた りし

て削べる。

電流のい!きが変わる

とモー ターの阿るiれ

をが空わる ことを'

とめた り、説り!した

ケす
｀
ろことができる。

北流は、花屯池のキ

概から―ル:に流れる

こと、 陀 をヒ,也̀ ,「1)き

を変えると'E打このド]

きが空わ り、そ―タ

ーの「ヨる向きが変わ

ることを理解する。

発言

記録

評flテス ト

自己品lF価

”
”　
次
　
　
　
―

由助li英牧 (乾!ヒ池21り 々校rrt計をつかった実抜で、化電池が 1個のときと、2個向夕い HえブJにつないだときを比rく、電気のはたらきを竜

流の大きさを関係づけてたらえる。

ヤB気のrすたらきを大きくするこ

とに拠吠をt)ち、出勁1二をなく

たらせるためのW;電池 2御のつ

なぎ方を柳′`く、そのつなイ方を

il作すう。 本 F手

花屯池 21親を使って、

出動 Ⅲ「をi なくたらせ

ろつを言方を調末、

花象十ることができ

る。

行動硯第

記録

141P,

r i門i子価

3



1 j驚,構池 2  r Hで雄く走るつなぎ方

についてまとめ、陀地池の正f l l

つなぎとS t列つなぎについて知

る。

i 屯電池のつなぎ方に

は直列つなぎと並列

つなぎとがあり、正

夕1につなぐと、電気

のはたら者が大きく

なることを皿肝でき

る。

た言

記録

行動観察

自己評価

1 陀屯池 1個 の ときと2 f r l正夕ぃ

, 列々つな ぎの ときの研電球の明

るとと電流の取 さを調べ、竜丸

のはた らきを電流の如さと関係

づけてとらえる。

花砥池 2仰 を直fけに

つな ぐと、 1個 のと

きよ リモータとが速

くFf iつた り、豆電球

が明るくなつた りす

ることを説げjした り

言認象した りす ること

ができる。

舜言

記録

行動的と奈

自己言γl町

次

】

光電池とにfE池を比べ、それぞれの特徴と利点をおさえ、光電池を使つたものづくりを行う。

光電池は ‖光に当たると電気を

起こす ことを知 り、光の当て方

を変えて、モーターの回り方や

電流の如 さを調べる。

光電池け たの地 さや当たるTrJ度

によつて、はた らきが変わるこ

とをまとめ、光屯れで動く自動

Fにやいろいろなお もちやを工夫

してつくる。

光電池 とモーターを

使つて、光のЧて方

とモーターのはたら

きとの陳1係を開べる

ことができる。

行軸机察

記録

自己評価

2 光電池で動 くお もちやに興味を

もちて光電池のはた らきをrll河

したいろいろなお もちゃを正夫

して作つて近ポことができる。

友達の作品を参考にし

た り、救仲Fに質問 した

りしながら、すすんで

ものづくりに取 り純ん

でいう。

行動観察

作品

記録

自己評価

l 統括池や光電池のはた らきに興

味をもち、受料な どをもとに光

電池や舛常に対する見かた ・考

え方を深め、「学習の髭叫Jを し

て、電気のはた らきについて と

らえる。

化電池 と光fほ池のそ

れぞれの利点につぃ

て比峻 しながら考え、

前H/1することができ

る。

死言

記録

評irテス ト

自己評価

計  11時 間 (45分 =1 時間)

3 本 時の活動             ｀

(1)本 時の構想

本時の学習内容は、乾電池 1個で走る自動車をもつと速くするためにはどのような工夫をすれば

よいかを考え、実験し、記録することである。導入にあたっては、配線や乾電池の1固数が不明の教

師用自動車 (乾電池 2個 直ブJつなぎ)と 子ども用 自動章 (乾電池 1個 )を 競走させ、教師用がはる

かに速いことで教師用の自動車の秘密に興味をもたせ課題を設定する。           ,

追究場面では、カー ドに配線を中心にした予想をグループで記入させていく。この時、子ども達

の思考を促すために乾電池ボックスとモーターを身近に置き予想にあたらせたい。

実験では、成功 。失敗にかかわらず、予想に基づいた活動を意識 させたい。その際、失敗 したグ

ループには予想に立ら返らせ、なぜ失敗 tノたかをお さえ再度挑戦させるようにしていく。また、実

験結果は、自分達なりの言葉や図で、できるだけ考察を入れながらまとめ、発表させるように努め

る。

４

・



学級全体でまとめていく場面では、「どのようにつないだ時に速く走ったか」 とい う視点で結果
に岩 目させ、つなぎ方に規則性があることに気づかせたい。また、花電池 1個 の場合と比較 させ、

なぜ速 くなったのか、その要囲にふれ′ることで、自体の事物 ・現象の性質や変fヒ、規則性、関係に

ついての見方や考える力を培 っていきたいと考えている。
なお(本 時では、3～ 4人 編成のグループで活動を行 う。このダループは、理科の授業において

子どもが自ら主体的に学習に取 り組むことができるように教師が編成 したものである。このことに

よつて子ども
一人一人をi芭切に評価 ・支援するために、指導形態としてT・ Tを 導入する。また、

評rlllliについては、座席表を活用し、評価場面で判断基準をもとに評価 し支援を行 うようにする。

(2)本 時の目標
次

・
時

学習活動

評 価 規 準

評価方法自然事象への関
心 ・意欲 ・態度

科学的な思考 t続 祭 ・実験の 自ヽ然事象につい

1 技能 ・表現 1で の知識 ・理解
I 電気 のはたらき

を大 き くするこ

とに興味をもち、

自動 車 を遠 く走

らせ るための乾

電池 2個 のつな

ぎ方 を調べ、そ

のつ な ぎ方を記

録する。 本 時

t乾電池2個を使t
っヽて、自動車をヽ

1速く走らせるつ|
な`ぎ方を調べ、`
i記録することがヽ
でヽきる。   ヽ

1
B

行動観察

記録

作品

自己評価

L

日標 り細分化 ― 理 由      ~ト

学習活動を子どもの思考にそつて

巧え tヤ` ヽことネ「マこ/1h, よフそこがWダ lL

された目標が生じる。これ らに対して

適切な評価及び支援を行 うことによっ

て、本時の目標宰成に努めたい。  」

I 乾 電池 2個 の直列つなぎを予想 し、設計図に配線を記入することができる。
θ 問 題拓軍決のたりだ月ど とをとったデどをたてうこをFt‐去って r〃学的な′g才ンを声てう。

II 自 動車を乾電池 2個 の直列つな ぎでた らせ、結果を記録することができる。
ο 所 碁づ″'た勲 斃 才 生 結果 を予想を〃子うとかわせな″ゴろ安を″5ど をだ女ク 根 祭 ,実験の技台を

.    ,斉 夕/の ルを声rぢ。       ・

工[ 自 動車をよ り速くたらせた方法 (乾電池 2個 直列つなぎ)を 自分な りの言業 で発言 した

り、記録 した りすることができる。
θ 実 験結果や考慕から存うれた彦然事象秘 ダti霧〃た竹・″互り掬 をた つ,1て理☆年ナ5ど をだよク管
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